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「見立て」による幼児造形の教材研究 

A Study on Teaching Materials of the Modeling by Infants with 

“to Liken a Thing to Another” 

岩 田 健 一 郎 
Kenichiro Iwata 

1.はじめに（研究目的） 

造形の授業は保育指導法表現の内容を踏まえ、材料と用具を使い、イメージをもとに具体的な形、

色、そしてテクスチャー（材質）による製作、表現を通して造形的な感性を陶冶し、また幼児造形の

指導者としての資質を求め製作体験をしている。幼児の活動に置き換えるなら、材料と用具を伴った

特に手の動きさらに表現行為に伴う身体の表現、感性、思考が一体となった表現活動そのものである

ことが幼児造形教育の意義に挙げられる。 

平成 2年度の幼稚園教育要領及び保育所保育指針では幼児の主体性を育てる内容が盛り込まれ、自

由遊びも重要視され様々な試みが取り入れられてきた。しかし、その後 30 年経った現在の改訂でも

この主体性の育成について教育・保育目標の一つの柱として変わっていない。言い換えれば、1960

年・70 年代の幼児の取り巻く環境から比べ、今日の社会、幼児の生活形態や生活環境、地域性や家

族形態など変化により幼児の造形的な遊びなど、材料・用具に関わる日常生活が困難になっているこ

とが多くの研究者から指摘されている。 

保育指導法の「表現」や小学校の学習指導要領の「図画工作」の内容に材料との関わりや工夫を通

して、幼児や児童の主体性を育てることについても述べられているが、今日の学生も平成２年以降に

生まれ、今までえがいたり、つくったりする造形に使用する材料用具に係わる生活が希薄になってき

ているのか、近年、造形活動を苦手にする学生の傾向を感じている。そういったことを踏まえて、近

年、学生の製作、興味関心が高まりイメージの広がり易く、さらに幼稚園や保育所でも取り入れられ、

幼児も製作可能である紙皿、紙コップの製作を授業の教材に取り入れ実践している。教材の領域設定

では、えがく領域、つくる領域、そして造形あそびの領域に分けられるが、紙皿、紙コップによる製

作は、材料そのものから動機付けや発想を促す造形遊びの領域に入り、これらの材料を使った製作を

とおして指導者になるための学生自身の主体的な製作体験を通して発想の広げ方や取り組み方を考

察するとともに幼児の製作に活かせる教材の可能性を述べてみたい。 
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2.⣬ࠊࣉࢵࢥ⣬─にࠕࡿࡼぢ࡚ࠖࡓάືに࡚࠸ࡘ 

ᮏ学「こどもと造形表現Ϩ」のテ࢟スࢺの教材の領域設定の目Ᏻとして、えがく領域、つくる領域、

そして造形あそびの領域に分けている。えがく・つくる領域は、生活体験で⵳✚された心㇟・イメー

ジまた┤᥋的な感動体験、あるいはつくって遊びに使ったり、㣭ったりする目的㐩成のために表現（製

作）にᑐして造形あそびは、材料・用具とのฟྜい、それらのやり方などをもとに᧯作体験すること

を通して、そのプࣟࢭスをᴦしみ経験することにより、多くの形や色などの造形的なことを経験する

ことが目的の遊びである。そしてこれらの活動を通して、視ぬ的、ゐぬ的な஬感を通した᥈⣴活動に

より形や色の発生、それらの見立て（ㄞみ取り）、意味࡙け、そしてイメージの広がりを大ษにして

おり、これらの造形あそびは、えがく・つくる活動࡬の発ᒎにつながるࢣースもある。テ࢟スࢺの造

形あそびは、「✵㛫遊び」「材料遊び」「ᵓ成あそび」そして「みたて遊び」とあくまでも教材研究の

分㢮として分けているが、その୰の஧つ、あるいは୕つの要⣲が重」しているものもある。 

ᮏ✏は造形あそびの領域を挙げるならば、紙皿・紙コップという材料遊びからጞまり見たて遊び、

またᵓ成遊びの要⣲も入るが、材料から見立てることを主にして述べていきたい。 

ᵐⱥᏊは、ḟのように୕つの指導形態を分㢮している。一つ目は、「教ᖌ主導」㸯）として、┤᥋的

な᥼ຓ୰心᏶成形を♧して手㡰どおりに指導する。製作内容やえがき、つくり方をᥦ♧しながら製作

する方法、஧つ目は、「Ꮚども主導」2）として、㛫᥋的な᥼ຓ୰心≀的・✵㛫的環境ࡔけを設定して

Ꮚどもたࡕの自由に௵せる。いわࡺる自由遊びの୰での製作である。そして୕つめは、「教ᖌㄏ導」

3)として「教ᖌ指導」と「Ꮚども主導」のどࡕらも取り入れた（┤᥋的な指導と㛫᥋的な᥼ຓ）の指

導で、テー࣐はඹ通で画材の㑅ᢥは自由、保育者が目᪂しい材料をᥦ♧して試みを促すといった指導

形態である。「Ꮚども主導」は、Ꮚどもの自由度が広がれば自ᕫỴ定の㑅ᢥ⫥が広がるかといえばそ

うではなく意ḧが広がるわけではない。Ꮚどもたࡕの自発性をᑛ重しながら主体的な表現活動を‶㊊

させやりたい活動を保㞀することが大ษであり、ᨺ௵的な保育はかえって現代のᏊどもたࡕが୙自由

を感じるࢣースも考えられる。 

このことはᑓ㛛の画家や造形作家が表現の自由を保㞀されているようであるが、材料の㑅ᢥをした

ことにより、その材料の特性などからᢏ法➼をไ⣙されながら表現していることとྠじである。した

がって、遊び（活動）を保育者が育って࡯しい㢪ᮃやࡡらいを意㆑しながらそれらを㐩成するために

᮲௳をつけながら遊びを௙᥃け、Ꮚどもに興味関心をᣢたせ、自由な発想をᘬきฟす、いわࡺるㄏ導

ᆺの保育もᚲ要୙可Ḟである。 

 

（1）⣲ᮦࠕࡽ࠿ぢ❧࡚ࠖにࡿࡼ〇స 

学生の教材研究は、幼児の製作可能なものであっても、学生が授業で製作経験をすることにより、

⣲材体験、製作におけるᢏ⾡的なၥ㢟Ⅼや造形の⨾しさなどなどプࣟࢭスを通して多くのことを考え、

感じながら主体的に製作するが大ษであり、このことが幼児の᥼ຓの自ಙや製作のプࣟࢭスの࣏イࣥ
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を⌮ゎし、指導に⧅がっていくことは言うまでもない。そういったことを踏まえながら実践していࢺ

る紙皿や紙コップによる製作は、見立てによるイメージの広がりから、製作ᒎ㛤した㐣ཤ㸵年㛫の学

生作ရの஦౛を挙げながら、今日の学生がテー࣐と⣲材から学生が主体的に⣲材から思考し表現まで、

作ရの傾向を分ᯒし今後の学生の製作学習の一ຓとする。 

(2)〇సෆᐜ 

ᮏ✏では᪤製ရの紙皿、紙コップといった෇や෇⟄（෇㗹形）の形態から見立て活動によっての発

想から製作に⧅げる、ᇶᗏ材としての材料の特性やຍ工の可能性をㄝ᫂し、多くの保育の教材に⧅が

ることをఏえている。材料用具は紙皿、紙コップ、ࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇ、࣑ࢧࣁ、色画用紙、のり、ࣁࣟࢭ

ࣥテープ、࣍ッチ࢟ス➼、学生の発想により造形ᐊに‽ഛしてあるものなら使えるようにしている。 

⣬─（┤ᚄ（࢔） 21cm）にࡿࡼぢ❧࡚ 

ձ紙皿の෇形を活かす発想による表現 

紙皿について、幼児は画用紙を෇形にษり、その形から見立てるプࣟࢭスを取ることができないこ

とをఏえ、手㍍に手に入る紙皿、その෇形から┤᥋発想させることの意義を⌮ゎさせ製作に取り᥃か

る。テー࣐については᳜≀や動≀または日用ရなどの製作≀を౛に発想させるが、皿の෇形をそのま

ま活かす発想、እ形を⿢᩿または皿を࣋ースに色画用紙➼で形を付ຍすることによって成形すること

をఏえ、あくまでも皿のもとの形が分からなくなる⿢᩿や成形は⚗Ṇしている。ᙬ色については色画

用紙やࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇを使い、またᥥ画についてもࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇを使用可としている。 

ղ紙皿を༙分にᢡり᭤げ、༙෇の形態から見立てる。 

๓グの紙皿を༙分にᢡり᭤げることにより༙෇形の形が見立てのᇶᮏ形になる。皿というᑡし῝み

のある形態をᢡり᭤げることにより、ཌみのある༙෇形である。このㄢ㢟もእ形を࣋ースに色画用紙

➼で形を付ຍすることによって成形することをఏえ、あくまでもᢡった皿のཎᆺの形が分からなくな

る成形は⚗Ṇしている。形をࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでのᥥ画やᙬ色さらに色画用紙の色を使うことを可として

いる。 

ᚄཱྀ）ࣉࢵࢥ⣬（࢖） 7.5cmࠊ㧗ࡉ 8cm）にࡿࡼぢ❧࡚ 

ձ紙コップの෇⟄形をேや動≀➼の㢦、または⬗体と㢦、あるいは⬗体のみを見立てる製作ㄢ㢟、紙

コップの形態を活かしながら⿢᩿、ࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでᥥ画とᙬ色、色画用紙で成形してもⰋい。 

ղ紙コップのཱྀの㒊分から୧ഃを࣑ࢧࣁでษりᢡり᭤げᗏの㒊分をཱྀに見立てた製作 

ᢡり᭤げたᗏの㒊分を内ഃから指でᣳみこみ「ࣃクࣃク」とཱྀに見立てることから発想する製作であ

り、ேの㢦や動≀の㢦の表現、さらに⬗体、㊊と関㐃࡙ける表現が可能である。 

 

3.సရ⪃ᐹ 

ୗグに学生の様々な஦౛の一㒊を挙げ考察する。 

⣬─  
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㸿㸬⣬─ࡢ෇ࡢᙧࢆάࡓࡋ࠿సရ 

皿の෇形をそのままჾとして発想し、製作する学生がいた。ࣞ࢝ーࣛイスやスࢤࣃテ࢕、࣡ࣥプࣞ

ーࢺのࣛࣥチなど様々な作ရがある。 

ձࣞ࢝ーࣛイスは色画用紙によるࡈ㣤とࣞ࢝ーのࣝー（Ⲕ色）を皿のୖに分๭して分け、そのୖから

⫗（Ⲕ色）、ࣥࢽジࣥ（ᮒ色）、ジャ࢞イࣔ（㯤色）を」ᩘ入れたᵓ成である。学生にとっては具材の

㓄置の工夫により㓄色ࣥࣛࣂスの意㆑がᣢてていた。幼児にはࣞ࢝ーのࣝーとࡈ㣤を分๭してから、

さらにᵓ成するプࣟࢭスは困難と考えるが、௚の材料で⡆༢に具材を表現できる方法などが考えられ

る。 

ղスࢤࣃテ࢕は、ࣥࣞ࢜ジ色の色画用紙を᭤⥺にษり㯝にみたて、ࣟࣔ࢘ࢺコࢩ、ジャ࢞イࣔの༓ษ

り、そしてᑐ比のᙉい⥳色でࣆー࣐ࣥの᩿㠃

形で࢔クࢺࣥࢭを入れている。今ᅇは色画用

紙を主に使用する⣲材の᮲௳をฟしているが、

幼児においては、スࢤࣃテ࢕の㯝をより具体

的なẟ⣒や⣣などが฼用でき、㯝をイメージ

できるものを、幼児の目のᒆく⠊ᅖに置くこ

とや要求にᛂじて‽ഛできる㓄៖がᚲ要であ

る。皿のୖに㯝がのれば☜かなイメージがฟ

᮶あがり、さらにࢺッࢢࣥࣆなどの動機࡙け

と製作の発ᒎに⧅がる可能性がある。 

（෗┿-1） 

ճ᫬ィは皿のእ形から見たてのできるᇶᮏ的な

形でありẖ年製作する学生がいる。学生はᩘᏐ

を色画用紙で作ってから㈞り、㛗針と短針をᅇ

㌿できる機能に工夫をする学生もあり、ᵓ成的

にも⨾しい作ရを作ることができる。このよう

な作ရは幼児に᫬ィの学習として見せることは

できるが、幼児の製作≀としてはᩘᏐをษりᢤ

くことは難しくࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇ➼でᩘᏐ➼をᥥく

方が容易である。この製作を通してᩘᏐやᩘ、

᫬㛫のᴫᛕに関わることができる。（෗┿-2） 

մその௚、クࣜス࣐スࣜース、ࢧッ࢝ー࣎ーࣝ、動≀の㢦、㔠㨶㖊（Ỉᵴ）➼の作ရを作っている。 

 

㹀㸬⣬─にⰍ⏬⏝⣬ࢆ௜ຍࡓࡋసရ 

෗┿-2 ෇ࢆάࡓࡋ࠿సရ（᫬ィ） 

 

෗┿-1 ෇ࢆάࡓࡋ࠿సရ（ࢫ࢖࣮ࣛࣞ࢝） 
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෇形はⰼなどの᳜≀やே、動≀の㢦のᇶᮏ的な形に見立てる傾向がᙉく、動≀であれば⪥などの特

ᚩある形をຍえるࡔけでイメージ化できる製作≀である。⪥を色画用紙➼で୸く付け、࢟ࢾࢱやク࣐、

ことができ、さらに目や㰯、ཱྀとࡴコの⪥の特ᚩを容易につかࢿゅ形で୕、ࢠࢧ࢘㛗い⪥の、ࢲࣥࣃ

いったそれࡒれの特ᚩある形をࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでᥥいたり、色画用紙で㈞り動≀の製作に取り組ࡔࢇ学

生が᭱も多かった。また⪥以እに୸い形を࢚ࣝ࢝の目に見立てる学生もいた。 

ձ ෇形をⰼの✀の㒊分のイメージを広げ、ⰼびらを付けることにより向日ⵇのⰼを代表に௚の✀㢮

のⰼつくる学生がいる。ⰼびらを比㍑的に୸くするか、㗦くするかによってⰼのイメージが㐪っ

てくる。幼児のሙྜは、要求を想定してⰼびらを用意することも考えられる。 

ղ 動≀の㢦は学生の動≀園やᫎീࢲࣥࣃなどの࢟ャࣛクࢱーやイࣛスࣞࢺーࣥࣙࢩなどで多くの

᝟ሗによって容易にイメージ化でき๰作意ḧが高かった。幼児も日々の生活体験で形をᤊえやす

い㨩ຊ的なテー࣐である。このことを意㆑し、

幼児がつくるሙྜは༢⣧な形を付ຍすること

で自ら様々なイメージを㐩成することができ

る。目など色画用紙➼で㈞り付けることによ

り造形的にはᙉい表現になるが、発㐩ẁ㝵に

ᛂじて、ࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでᥥ画する࡯うが容易

に製作できる。皿の形態を࣋ースに幼児のそ

れࡒれの主体性のある発想をỮみ取ることが

できる可能性をᣢっている。（෗┿-3） 

ճその௚、࣒ࣜࢶࢱ࢝などの作ရを作る学生がいた。 

 

㹁㸬⣬─ ෇にษࡾ㎸ࢆࡳධࡓࢀసရ 

この製作も⣲材を活かす視Ⅼから、ษ込みや௚の⣲材を㈞り付けるຍ工は᭱小㝈度にした方が見立

ての意義を㐩成でき、幼児のᢏ⾡的なほⅬからもᢲさえるᚲ要がある。 

 
෗┿-3 ෇にษ㎸ࢆࡳධࡓࢀసရ（ࡾࢃࡲࡦ） 

෗┿-3 ෇にᙧࢆ௜ຍࡓࡋసရ（ࢥࢿ） 

෗┿-4 ෇にษ㎸ࢆࡳධࡓࢀసရ（㨶） 
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りࡂࡕでษ込みを入れእ形をつくる。さらに色画用紙で࣑ࢧࣁまわりなどのⰼびら（㢠）の形態をࡦ

⤮の手法で୰心の✀の㒊分色を表現する学生がいたが、紙皿の⣲材を活かし、ࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇや色㖄➹

でᙬ色する学生もいた。๓述しているが、㒊分の⿵㊊的な表現は、㈞ることよりえがく表現をした方

が幼児の教材向きである（෗┿-3）。 

୸い形を㨶の⬗体を見立て、ཱྀの㒊分をᡪ方にษり取り、その

形をᑼᑿに฼用する発想をした学生がいた。෇は⨾しい形であ

るが、その形態をษり取った形を㨶のᑼᑿに使うことにより形

の関㐃性が生まれ⨾しい造形≀になる。この形態のୖに㟷⣔を

㸲色使ったコࣛージࣗの色ᙬຠᯝも学生は考え、⨾しい造形≀

になっている。幼児の教材は紙皿の⣲地を活かした製作の方が

容易である。（෗┿-4） 

ճ 紙皿を࣑ࢧࣁで 巻き≧（スࣃイࣛࣝ）にษっていき୰心

㒊分を㢌に見立てたࣅ࣊を発想する学生がいた。㢌㒊分か

ら⣒でྞりୗげることによりࣜࣝ࢔なጼになる。（෗┿-5） 

մその௚、࣑ࢬࢿ、ࢠࢧ࢘、࢟ࢾࢱ、ࢲࣥࣃ、ࣛイࣥ࢜、㨶、

メࣟࣥなどの作ရがつくら、ࢩ࣒࢘ࢺテࣥ、࣒ࣜࢶࢱ࢝、メ࢝

れた。 

 

 

㹂㸬⣬─༙ࢆศにᢡࡓࡗᙧែࡢࡽ࠿ぢ❧࡚ 

皿の༙෇の形を見立てษったスイ࢝の᩿㠃や࣒ࣛ࢜イスをイメージ化された。 

ձスイ࢝はษった᩿㠃から㉥い㒊分と⓶の㒊分を色画用紙ཪはࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでሬりつくられたが、༢

⣧な形態から幼児がイメージ化できる製作可能な表現である。 

ղ࣒ࣛ࢜イスもࡈ㣤をໟまれたたまࡈの㯤色にかけられたࢣチャップの㉥を組みྜわせて࣒ࣛ࢜イ

スが製作された。 

 

㹃㸬⣬─༙ࢆศにᢡࡓࡗᙧែにⰍ⏬⏝⣬➼ࢆ௜ຍࡓࡋసရ 

༙෇形を࣋ースに᭹や╔≀に見立てたே形や㨶、㫽、かたつࡴりなどの作ရが製作された。 

ձ༙෇にᑼᑿを付けることにより㨶の形態と㢮ఝし、さらに目と⫼びれなどを付けることによりࣜ࢔

ࣝな作ရを௙ୖげる学生がいた。学生は色画用紙を㈞って表現をしているが、幼児の製作可能な作ရ

はࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇ➼によるᥥ画による⿦㣭的な表現が現実的である。 

෗┿-5 ෇にษ㎸ࢆࡳධࡓࢀసရ（ࣅ࣊） 
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ղ࣒ࣜࢶࢱ࢝は୸い皿の形をẆの㒊分に見

立て、⬗体を画用紙つくることが一⯡的で

あるが、༙෇を体に見立てẆを画用紙でつ

くった発想の学生がいた。(෗┿-6) 

ճ࣒ࣜࢶࢱ࢝とྠ様に୸い෇形を⏥⨶に見

立て、㢌、㊊そしてᑼᑿをつけ、࢝メを表

現するのが一⯡的なᴫᛕであるが、࢝メを

ᶓから見た表現をする学生がいた。 

 

 

մ༙෇を╔≀のイメージに見立て、㢌を画用紙、╔≀のあもとを色画用紙で作りお内⿬様や、その௚、

 。イッチ、クࣞープ、ே≀のୖ༙身などの発想がなされたࢻࣥࢧ、❲㫽、ᜍ、ࢽ࢝

 

㹄㸬⣬─༙ࢆศにᢡࡓࡗᙧែ࣮ࢯ࣮ࢩࢆにࡓࡋసရ 

༙෇から見立てる学生、皿を༙分にᢡってもᵓ造的にᐦ╔しない特性を฼用して෇ᘼ㒊分を動く機

能に฼用する学生がいた。 

ձ༙෇をࢩーࢯーの機能を฼用して、ࣜࢺ࣡ࢽの表現、㢌を画用紙で付け、⩚はࣥ࣌ࢺ࢙ࣝࣇでᥥい

ている。（෗┿-7） 

ղࢩーࢯーのように動く特性を฼用して、༙෇に㯤色の色画用紙を㈞ることにより᭶に見立て、その

ᘻの㒊分の୧ഃに஧༉のࢠࢧ࢘をᗙらせࢩーࢯーをしている作ရである。᭶に関㐃するメࣝࣥ࣊のୡ

⏺を表現する学生はしっかりとしたࢩ࣏ࣜーをᣢって製作している。(෗┿-8) 

ճその௚、ࣖジࣟ࣋ーをつくり動く⋵具として製作した学生がいた。 

 

 

⣬ࣉࢵࢥ 

㸿㸬⣬ࡢࣉࢵࢥᮏయࢆ㢦ཪは⬗యにぢ❧࡚ࡓ〇స 

෗┿-6 ༙෇にᙧࢆ௜ຍࡓࡋసရ（ࡾࡴࡘࡓ࠿） 

෗┿-8 ༙෇࣮ࢯ࣮ࢩࢆにࡓࡋసရ（᭶）  ෗┿-7 ༙෇࣮ࢯ࣮ࢩࢆにࡓࡋసရ（ࣜࢺ࣡ࢽ） 
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コップの形態からே、動≀の㢦や඲体のጼを見立て、さらに㒊分的な形を色画用紙➼に付けᵓ成す

る作ရとษり込みを入れてຍ工する作ရもㄆめられた。 

 

 

ձ動≀のጼに見立てる学生については෇⟄形からࣥࢠࣥ࣌の⬗体をྵめた㢦の発想がㄆめられ、⫼୰

の㯮いẟにᑐして⭡の㒊分のⓑいẟと⬗体の୧ഃの⩚、さらには㢦の表᝟としてნと目、そしてნと

ྠじ色の㊊を付けることによりࣥࢠࣥ࣌の⨾しい㓄色ࣥࣛࣂスも考៖されている。ࣥࢠࣥ࣌の༢⣧化

したጼをୖ手くとらえた製作である。⬗体に色画用紙を巻き付け、色を表現しているが、紙コップの

෇⟄は෇㗹形の㒊分であり、そのことを⌮ゎできࡎに苦ປした学生が多い。もࢇࢁࡕ幼児には製作୙

可能な作業である。（෗┿-9） 

ղ㭜のṇ㠃からとらえた㢦の発想する学生もいた、㭜のⓑい色を紙コップを活かし色画用紙で㯤色の

ნと㉥い㭜ෙ（ნのୗにある㒊分）目と⩚を付けるࡔけで㭜のイメージを表現している。（෗┿-10） 

ճその௚、࢚ࣝ࢝、ࢠࢧ࢘などやேの㢦、の表現がㄆめられた。 

 

㹀.⣬ࣉࢵࢥにษ㎸ࢆࡳධࢀᵓᡂࡍ

 ஦౛ࡿ

ձ紙コップのᗏを㢌にཱྀの㒊分を

⣙2.5cmษ込みを入れእഃに᭤げ⻇

の㊊を表わし、さらに᪤成ᴫᛕでは

あるがཱྀと目を色画用紙でつくり、

色はクࣞࣃスで㉥くሬる表現がㄆ

められた。ྠ じ発想であるが㢌の㒊

分に色画用紙で୕ゅ形の通⛠⪥を

つくる学生もいた。（෗┿-11） 

ղ紙コップのᗏを㢌にཱྀの㒊分を

෗┿-9 ⣬ࢆࣉࢵࢥぢ❧࡚ࡓసရ（ࣥࢠࣥ࣌） ෗┿-10 ⣬ࢆࣉࢵࢥぢ❧࡚ࡓసရ（にࡾ࡜ࢃ） 

෗┿-11 ⣬ࣉࢵࢥにษ㎸ࢆࡳධࡓࢀసရ（ࢥࢱ） 
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⣙ 3cmษ込みを入れእഃに向かって᭤⥺≧に᭤げ㇟の㰯をイメージし、さらに㢦の୧ࢧイࢻに大きな

⪥さらには目と㰯の㒊分に⓾をᥥき㇟の特ᚩをᤊえる学生がいた。 

 

㹁.⣬ࡢࣉࢵࢥᮏయ୧ࢆࢻ࢖ࢧษࡾ㛤ࠊࡁᗏཱྀࢆにぢ❧࡚ࡓ〇స 

∵ஙࣃックのᗏを฼用した、いわࡺるࣃクࣃクே形であるが、幼児が紙を࣑ࢧࣁで⿢᩿するᥱຊと

表㠃のコーテࢢࣥ࢕と༳ๅされたୖから紙を㈞ったり、ᥥ画することを考えると↓地の紙コップの方

が教材に㐺している。製作にあたって紙コップのᮏ体୧ࢧイࢻをษり㛤き、ᗏの㒊分を動く機能をᣢ

ったཱྀに見立てることにより、ேや動≀をイメージできる製作である。 

㸿㸬㢦と⬗体、㊊の㒊分をษり取り成形した作ရ 

ձཱྀの㒊分か

ら㢌と⬗体を

イメージし、つ

くった࢚ࣝ࢝

で、動きの伴っ

た⨾しいࣛࣂ

ࣥスの作ရで

ある。幼児は色

や㒊分的な形

は࣌ࢺ࢙ࣝࣇ

ࣥでᥥき、༢⣧

な形態でつく

ることができ

る。（෗┿-11） 

 

 

 

ղእ形の࢚ࣝࢩッࢺをษり取ることは困難な作業になるので、ᇶᮏ的な形態から㒊分は色画用紙で形

を⿵うことができる。おさげ㧥のዪのᏊはࣥࢩプࣝなᅵྎとなる㢌と⬗体から表現している。（෗┿

-12） 

ճその௚、ࢿ、ࢲࣥࣃ、࢟ࢾࢱコ、ࢩ࢘、ク࣐など様々な動≀をつくっていたが、一㐃のㄢ㢟にそࡄ

わないが動く機能から⼖の⩚にᛂ用した学生がいた。 

 

 め࡜ࡲ.4

෗┿-11 ⣬ࡢࣉࢵࢥᗏཱྀࢆに 

ぢ❧࡚ࡓసရ（࢚ࣝ࢝） 

෗┿-12 ⣬ࡢࣉࢵࢥᗏཱྀࢆに 

ぢ❧࡚ࡓసရ（ዪࡢᏊ） 
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紙皿や紙コップなど日常ရからの「見立て」による製作の意義は保育者を目指す学生にとってୗグ

のようにまとめることができる。 

ձ生活体験からイメージを表現する製作経験のᑡない学生にとっても、୸い形など༢⣧な形態から᫂

☜なイメージをᘬきฟすことができる。 

ղ╔想、発想、ᵓ想そして製作につながる製作のプࣟࢭスにおいて、製作のィ画が立てやすい。 

ճ日常ရを工夫することにより、具体的なものに見立てることのᴦしみと製作、経験が容易くできる。 

մ紙皿、紙コップなどのୖからᥥ画することが容易である。 

յ⣲材を⿢᩿しやすく色画用紙など௚の⣲材を付ຍすることによりᵓ成するᴦしみを経験できる。 

նࣃクࣃクே形などはཱྀなどの動く機能からの見立て活動により、使って遊ࡪこと࡬の興味をᣢࡕな

がら製作の動機、関心をᣢつことができる。 

以ୖのような意義を挙げることができるが、まࡎは製作の動機的な㠃を考えるなら、紙皿紙コップ

の形体を活かすという᮲௳が㝈定されたことにより、発想の㉳Ⅼがはっきりしていること。ᑡないᵓ

成要⣲の製作であり学生の生活経験から┤感的に具体的なイメージが広がりやすく、工夫すること࡬

の興味と意ḧをᣢࡕながら、能動的に製作活動に⧅げることができた。学生それࡒれの㐩成感から✚

ᴟ的に௚の学生の発想法や⣲材を工夫し活かし方を▱ることができ、多くの教材の᝟ሗや製作の可能

性を▱る機会となった。これらの学生の製作体験でᚓた発想やᢏ⾡的なことを通して幼児の発㐩ẁ㝵

を踏まえた現実的な教材࡬とつなげることができ、製作においてのࡡらい、材料の㑅ᢥ、ຍ工などの

ᢏ⾡的な㠃から材料の㑅ᢥなどを通してຓ言の࣏イࣥࢺを▱ることがでた。今ᅇは紙皿、紙コップに

よる「見立て」による製作の考察であったが、今後は実㝿に幼児が製作を通して、保育者ㄏ導ᆺとし

て、設定されたテー࣐や᮲௳の୰で幼児が自らの発想でどれࡔけ自主的に製作に⧅げることができる

かを᳨ドしていくண定である。 
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